
製造工程におけるさまざまな静電気問題を解決造工程におけるさまざまな静電気問題を解
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●0V除電の実現
－高イオン濃度－
従来の放電方式の場合“電極近傍”がイオンの生成範囲であるのに対し、光照射式は“光の照射範囲”が
イオン生成範囲となるため、高イオン濃度で高い除電能力を実現します。
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微弱X線／真空紫外光が照射されることにより安定した原子／分子から電子がはじき出され、その原子／分子は“＋
（プラス）”のイオンになり、はじき出た電子は他の安定した原子／分子と結合し“－（マイナス）”のイオンになります。

光除電とは
クリーンなイオン生成方式「Photoionization（光イオン化）」を利用した除電技術です。
光により空気中の原子／分子 (真空中であれば残留原子／分子）を直接イオン化させて除電するため除電効率が極めて
高く、従来困難であった「対象物」や「環境」での除電も瞬時に行うことができます。
さまざまなプロセスにおける歩留まりやスループット向上などに貢献します。

「光イオン化（除電）」のメカニズム
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その後、帯電体近傍で生成されたイオン
は帯電体に引き寄せられ静電気を除去
し、その他の生成されたイオンは元の原
子／分子へ戻っていきます。
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●送風が不要
－「光の照射範囲」=「イオン生成範囲」－
従来の放電方式は放電現象によりイオンを生成し、送風で帯電体に送ることで除電をしていましたが、
光照射式は光の照射範囲全てでイオンは常時生成されます。そのため、帯電体近傍でもイオンが生成さ
れ、送風によってイオンを送る必要はありません。

●逆帯電がない
－均等なイオンバランス－
光照射式はそのイオン化のメカニズムにより“＋（プラス）”・“－（マイナス）”のイオンが“同時”に“同
量”生成され、また帯電体にバランスの偏ったイオンを吹き付けることがないため、逆帯電が起こりま
せん。生成されるイオンのバランスに偏りがあると、“逆帯電”の原因となります。

●塵・電磁ノイズの発生「0」
－光照射式のため－
従来の放電方式はそのイオン化及び除電方式より、塵による異物不良の発生や電磁ノイズによる周囲
に設置された電気機器の誤作動、真空中での除電不可などの問題がありました。しかし、光照射式では
塵・電磁ノイズの発生がないクリーンな除電が可能です。
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フィルム製造

半導体製造

における除電大気中

真空チャンバ
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静電気除去装置 フォトイオナイザ

応用例
● 半導体製造装置
● 液晶製造装置
● 有機 EL 製造装置
● フィルム製造装置
● 印刷機
● 基板実装 / チップマウンタ
● プラスチック部品製造工程

における除電真空中 における除電けけ
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静電気除去装置 VUVイオナイザ

応用例
● 静電チャックのデチャック
● 半導体製造装置（真空プロセス）
● 液晶製造装置
● 有機 EL 製造装置
● ハードディスク製造装置
● フィルム製造装置
● 電子線応用装置（SEM 等）

静電チャックのデチャック

真空チャンバ
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静電気除去装置 フォトイオナイザ
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さまざまな環境で高い除電効果を実現

※その他特殊環境下（窒素、アルゴン、ヘリウム雰囲気など）での除電ついてはお問合せください。
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除電可能範囲

除電可能範囲除電可能範囲

大気中・真空中における除電可能範囲

別途製品カタログをご用意しております。

除電可能範囲除電可能範囲

大気

※　　　　　　　　 は浜松ホトニクス（株）の登録商標です。

従来のイオナイザでは不可能であった
減圧下での除電を可能にしました。

真空紫外光による光イオン化
従来のコロナ放電方式に比べ

クリーンで高い除電能力を実現します。

微弱X線による光イオン化


